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１ はじめに
東京農工大学農学部獣医学科は，これまでに地域の小

学校や住民から寄せられた要望に応える形で，動物を用
いたさまざまなプロジェクトを展開し，子どもの情操教
育や高齢者のQOL（Quality of life）の向上を目指して地
域社会に貢献してきた．これら，教員と有志学生のボラ
ンティア活動として進めてきたものをさらに発展させ，
正式な授業とするべく立案したものがこの新企画授業構
想である．

この授業の大きな特徴は，学生が単に参加して活動す
るのではなく，計画の立案から授業に加わる「学生参画
型」であり，学生の創意工夫によって大学を地域社会に
結びつけ，現実に即したコミュニケーション能力と問題
解決能力を主体的に学ぶことにある．

子どもの心の健康教育や高齢化社会における動物の存
在が注目されている今，「大学」「学生」「地域社会」の
三者が一体となって活動する新しい形の授業として，東
京農工大学の特色ある教育に発展させることを目指して
いる．

２ 新企画授業立案の背景と目的
今，日本では，子どもたちを取り巻く問題が深刻化し

ている．切れる子ども，いじめ，学校崩壊，残虐化する
動物虐待と少年凶悪犯罪など，どれを取っても真の命の
大切さを学んでいないことに問題がある（中川美穂子,
2001; 山崎恵子, 2001）．動物の存在は，心豊かな子供を
育てる情操教育「心の健康教育」として大いに役立つこ
とが古くから知られている（桜井富士朗･長田久雄,
2003;日本動物病院福祉協会, 1996 ;林良博, 1999 ;山崎恵
子, 1997;横山章光, 1996）．動物の飼育や動物とのふれあ
いを介して，動物が教えてくれる大切なこと，他人への
いたわり，思いやりを通して命の大切さを学ぶことがさ
まざまな面から見直されている（竹内一男, 1999 ; 鳩貝
太郎・中川美穂子, 2003），このような子どもの情操教育
に及ぼす動物の効果は，動物介在教育注(1)と呼ばれ，近
年その効果に対して科学的根拠が解明されるようになっ
た（谷田創・木場有紀, 2006; 鳩貝太郎, 2006; 早坂絵里
他, 2000;廣瀬由美・増澤康男, 2005;ヤスミンデブー・加
隈良枝, 2006; 横山章光, 2006）．また，日本では超高齢
化社会の到来も間近に迫り，｢健康で心豊かに年を取る｣
ことへの関心が高まっている．シルバー世代と動物の関
係も近年関心が高まり，高齢化社会における動物の存在
が注目されている（柴内裕子, 1999; 中川亜耶人他, 2001;
日本動物病院福祉協会,1996）．

人間は，動物に触れると心が安らぐことは多くの人が
経験することである．このような動物と人との自然な関
係を利用して人の健康維持に役立てようとする試みが日
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本でも盛んに行われるようになった．このような動物を
人の心の健康や身体的治療に用いる行為は一般にアニマ
ルセラピーと呼ばれる．日本では，アニマルセラピーと
いえば，犬や猫を用いた活動を思い浮かべる人が多いが，
馬を用いたセラピー（ホースセラピー注 (2)）は，教育，
レクリエーション，医療と3つの効果を含む最適な活動
といえる（明見健治, 1997;川喜田健司他, 2001;慶野宏臣
他, 2001; 慶野裕美他, 2002; 柴崎宏司, 1999; 田谷与一,
2001;局博一,2001; 2005）．ホースセラピーの歴史は古く，
古代ギリシア時代に戦場で負傷した兵士の身体機能回復
のために乗馬が用いられていた．ホースセラピーは，馬
に乗ることばかりでなく，馬とのふれあいによる精神的
効果も大きく，小型のミニチュアホースによるふれあい
効果も知られるようになった（西村脩一, 1996 ; 松上利
男, 1996）．このように，これまでは，科学的に証明しづ
らかった動物による人の健康に対する効果が，最近の新
しい医療機器の応用により日本でも少しずつ研究が進ん
でいる（小林朋子他, 2002; 高野正博, 2003; 松井寛二他,
2004;松浦晶央他, 2004 ;山崎恵子, 1998 ; 2001;横山章光,
2000）．本学獣医学科では，長年にわたって，動物を用
いて子どもの情操教育や老齢者のQOLの向上を目指し
て活動を続けてきた．

今回の新企画授業の最も大きな特徴は，「学生参加型」
ではなく，「学生参画型」とした点にある．学生は，こ
れらの授業に単に参加して活動するだけではなく，計画
の立案から授業に加わり，学生の創意工夫によって大学
と地域社会を結びつけ，自ら実社会へ身を置き大学の枠
組みを超えて地域社会で現実に即した実践教育を主体的
に学ぶことにある．これらの実践教育を通して，本学の
目指す「課題探求能力に富んだ使命指向型の人材」が育
っていくことを期待している．

3 新企画授業の内容と実施方法
今回企画した授業は，次の4つの教育コースからなる

(図1)．

3.1. 学校飼育動物コース
シバヤギ，ハムスターやウサギの飼育を通して，子ど

もの心の発育を支援するコースで，主に小学校と小学生
が対象である．
3.2. 犬のしつけコース

犬のしつけを通して，地域住民に動物と共に暮らす生
活のマナーを教える．
3.3. 福祉施設訪問コース

犬や猫などの小動物を伴って高齢者施設を訪問し，高
齢者の心のケアを支援する．
3.4. ホースセラピーコース

本学馬術部の乗馬やアメリカンミニチュアホースを用
いて，子どもや身障者の心のケアを支援する．

いずれのコースも，本学獣医学科でこれまで蓄積して
きた知識と経験を基に，主に本学の既存の施設を活用し
て行うものである．

4 期待される成果
① 学生が動物介在教育や動物介在活動注(3)を通した主

体 的学習により地域社会で，様々な人々と接し，
現代社会の抱える「心の健康教育」の必要性と，そ
れを支える動物の重要性を学ぶ．

② 学生は，大学教育の中で学習してきた専門知識を，
大学の枠組みを超えて地域社会で現実に即した実践
教育を行うことにより，自分が現場に身を置き，現
実の問題について知識，技術，情報，資源等を活用
して，どのように解決するかについて主体的に学ぶ．

③ 学生は，学年を超えた数名からなるチームを作り，
それぞれの授業に参加することから，問題解決のた
めに必要で創造的な実践力，参加者間の連携力及び
様々な立場の人々とのコミュニケーション能力など
を身につけ，大学の中では体験する事の出来ない多
種多様な場面で本来の実力を発揮できるバランスの
取れた人材へと育成する．

本授業は，本学学生の教育が主目的であるが，大学，
地域と学生の三者が一体となって取り組む内容であり，
本学の地域社会への貢献事業の一つにもなると期待され
る．

5 新企画授業の実施形式
いずれのコースとも，学生が授業立案から参画する

「学生参画型」であることから，授業形式は，チュート
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リアル形式とし，担当教員が適切なアドバイスを与える
ことにより，学生はお互いの学習と論議を繰り返し，学
内外の関係者とも交渉を重ねながら授業を進める．それ
ぞれの教育コースで動物を使用するので，経験の少ない
低学年の学生だけでは授業の実施が困難であることか
ら，授業に参加する学生は，１年生から６年生までと幅
を持たせる．これによって，通常大学の講義や実習では
交流の少ない学生の縦の関係が築かれ，授業の展開にお
けるそれぞれの学生の役割分担などについて充分に論議
し，責任を果たすことによって社会生活の基礎を学ぶ．
また，学内外で学習したり，活動する場合に月曜日から
金曜日までの正規の授業時間で行うことは困難であり，
授業終了後の時間や土曜日，日曜日あるいは祝祭日を利
用するなど工夫が必要である．いわゆるグループゼミ形
式の課外実習授業に担当する．本授業は，当面半期選択
制の実習単位として１単位を与えるのが適当であろうと
考えている．それぞれのコースを受講した学生は，自身
の授業を終了した後にもティーチングアシスタントなど
さまざまな形で本授業のサポートを行う．また，本授業
を進めるに当たっては，獣医学科の実習犬の活用や馬術
部の繋留馬の使用が必須である事から，獣医学科の関連
する研究室，犬のしつけグループおよび馬術部やミニホ
ースの会などの協力が必要である．

6 新企画授業の実施に向けての改善
当初提案した新企画授業は，これまで本学獣医学科が

蓄積してきた活動を基にして，前述した４つの教育コー
スを構想した内容であった．しかし，新企画授業を正規
の授業として本学において開講するに当たっては，獣医
学科学生だけでなく，農学部の他の学科や工学部の学生
も受講可能な内容が望ましい．今回提案した授業内容に
は，専門性から考えても獣医学科の学生である必要はな
いことから，授業の実施体制さえ整えば，全学に開放で
きる内容であると考えられる．本授業の企画をさらに詰
めて検討する中で，前述の４つの教育コースに加えて，
第5番目の教育コースとして「昆虫教育コース」を加え
ることを計画している．本授業が，正式に本学に定着し
た場合には，それぞれの学科の特徴を生かしたさまざま
な教育コースの開講が可能である．

7 本学獣医学科におけるこれまでの活動実績
今回の新企画授業提案の基礎となったこれまでの活動

内容について，4つの教育コースごとに記述する．

7.1. 学校飼育動物コース
小学校では，平成4年度から1・2年の理科・社会を統

合した教科として「生活科」がスタートした．３年生か

ら始まる「総合的な学習の時間」いわゆる「総合学習」
の先駆けであった．平成15年度からは，学習指導要領の
改訂に伴い，総合的な学習の時間が導入された．このよ
うなカリキュラムの変更に伴って多くの幼稚園や小学校
では，小鳥やウサギ，ニワトリ，ハムスターなどの動物
を飼育して，子どもの情操教育や理科教育に活用してい
る．特に小学１，２年生に生活科という科目が設けられ
てからは，その教科書にニワトリとウサギが取り上げら
れたこともあり，これら２種の動物が小学校で飼育され
ている例が多い．ニワトリの中でもチャボは小型で穏和
な性格であり，管理もしやすいが，大型になるブロイラ
ー種の雄などは突かれたりけられるなどの問題が生じ
た．またウサギについては，ウサギの繁殖機能に対する
理解不足と本来薄暮行動性のアナウサギであるというこ
とから，子どもによる管理が行き届かないため増えすぎ
の問題が生じてきた．

多くの小学校では生活科や理科，総合学習，あるいは
情操教育のために，ウサギやニワトリ，ハムスターなど
を飼育している．しかし担当する教諭はそれらの動物を
どのように飼育すべきか，それぞれの動物がどのような
特徴を持っているのかなど，疑問や不安を持ちながら学
校で飼育しているのが現状である．そのような疑問や不
安を軽くして，適切に動物を飼育して活用することによ
り，動物の飼育環境の改善や子どもたちの動物に対する
正しい理解が期待される．このような背景のもと本学同
窓会獣医学部会では，平成10年７月にシンポジウム「学
校飼育動物の現状と課題」を開催して教育現場における
動物の活用について問題点の抽出を行った．平成15年に
は日本獣医師会が小動物開業獣医師を中心として，専門
委員会のひとつに「学校飼育動物委員会」を加えた．

本学の府中キャンパスは，設立当初は農村地帯であり，
獣医学科の学生にとって産業家畜に関する実地訓練を行
う場所は身近にあったが，近年は都心に近い住宅地と変
貌している．家畜病院に来院する主要な動物も伴侶動物
と呼ばれる犬や猫がほとんどとなり，獣医学科の学生が
大型動物の飼育や臨床を体験する場は限られることとな
った．現在，獣医学科の2，3年生は学内で飼育され実習
で使用する犬や牛の飼養管理を行うとともに，5年生で
千葉県共済連合会の診療所における短期の実習，6年生
で農学部付属家畜病院における総合臨床実習などを行う
他は，個々の学生が夏休みなどの長期休暇に行う学外実
習が数少ない実地訓練の場となっている．近隣の小学校
で飼育されている動物は，低学年の獣医学科学生にとっ
て，動物とその飼い主とのコミュニケーションの大切さ
を学ぶ臨床導入学習の場として，極めて有用であると考
えられる．

以上のような考えから，学校飼育動物に対する援助を
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獣医学科学生とともに，主として府中キャンパス近隣の
小学校を対象に行っている．また，獣医臨床繁殖学研究
室が中心となって立川市立第八小学校におけるシバヤギ
の飼育指導，授業への協力も行っている．小学校を訪問
する時間が大学の授業時間と重なることが多いため参加
する学生は固定しておらず，その都度参加者を募集して
いるが，参加している学生は研究室に所属している5，6
年生や，授業時間割に余裕のある1，2年生が主体となっ
ている．獣医学科の学生にとっては，小学校という動物
飼育の現場を見て，飼い主である子どもや先生とコミュ
ニケーションを取りながら，どのようにアドバイスをす
べきかを体験しながら学ぶ良い機会となっている．平成
17年には，府中での実績を聞いて多摩市立第一小学校か
らも依頼があり，学校で飼育しているウサギを用いると
ともに山羊やアメリカンミニチュアホースのアップルサ
イダー号を伴って小学校を訪問して動物ふれあい教室を
実施した．

さらに，学生のボランティアとともに，毎年府中キャ
ンパスで飼育されている動物を用いて，ＦＳセンター，
馬術部，ミニホースの会，生物生産学科と獣医学科で協
力し，小学生の見学と体験学習を多数受け入れている．
子どもたちが，家畜とのふれ合いを通じて動物に対する
理解を深め，同時に「命の大切さ」と私たちが食べてい
る「食物は命あるものからできたもの」であることを考
える機会となることを目的に継続して行っている．平成
5年からこれまでに本学獣医学科が直接指導にあたった
小学校は，10校以上に及ぶ。

7.2. 犬のしつけコース
犬のしつけコースは，「犬のしつけサークル」が中心

となって活動を進めてきた．犬のしつけサークルは，獣
医内科学教授岩崎利郎の指導で平成11年に発足した学生
のサークルである．活動内容は，2つに分けられる．第
一の活動は，犬のしつけについての知識や技術の習得，
犬のしつけの基礎となる学習心理学や動物行動学を学び
プロのトレーナーから具体的な犬のトレーニング法を学
ぶ．第二の活動は，地域で犬を飼育している飼い主に対
しての啓蒙活動である．地域の犬の飼い主に対して，ボ
ランティアでしつけの指導を行い，第一の活動で学んだ
知識や技術を社会還元する試みである．具体的には，犬
のしつけサークルが市民向けの「しつけ教室（ワンワン
学院）」を開催したり，小学生を対象にした「犬のふれ
あい教室」を開催して子どもに犬とのふれあい方の基本
を指導する．また，問題行動を抱える飼い主の相談を受
けたり，訪問指導も随時行ってきた．

7.3. 福祉施設訪問コース
福祉施設訪問コースは，授業では体験する機会の少な

い福祉の現場に実際に赴き，福祉活動を通して自分達が
できることを学ぶこと，並びに，動物介在活動を通して
動物の効果･可能性を知ることを目的としている．この
活動は，獣医内科学教授岩崎利郎の指導で平成11年から
獣医学科学生有志がCAPP活動注(4)の一環として行って
いる．現在では，東京都の老人福祉施設多摩大和園さく
ら苑（2ヶ月に1回第2月曜日）とやまと苑（1ヶ月に1
回第4日曜日）の活動に参加している．

活動内容は，30分ほどコンパニオンアニマルと共に入
所者とふれあうことである．いつもは，他人とコミュニ
ケーションをとることが難しい人でも，動物をひざに乗
せるとその重みや暖かさを感じ，動物をなでたり，名前
を呼んだり犬に向かってボールを投げたりする人もいる．
これら全ての行動は，リハビリや人とのコミュニケーシ
ョンにつながる内容であるが，動物介在療法注(5)とは異
なり，医療効果を目的とした活動ではないので，医師の
介入は必要なく誰でも参加できることが利点である．

7.4. ホースセラピーコース
ホースセラピーコースは，馬術部の乗馬とアメリカン

ミニチュアホース「アップルサイダー号」（1991年米国
生まれの雄，アメリカミニチュアホース協会正式登録馬
で馬車を引く調教を受けている）を用いて活動している．
アップルサイダー号は，本学獣医学科昭和24年卒で世界
的な遺伝学者であった大野乾博士（本学名誉博士第1号）
が米国で飼育していたが，本学に平成15年3月に寄贈さ
れた馬である．本学では，子どもや障害者とのふれあい
活動などの社会活動に活用されている．このコースでは，
人と馬のふれあいを通じた社会活動を目的とし，子ども
や身障者への心のケアを助けるプログラムを実施してい
る．また，地域のイベントや馬の教室などで，子どもた
ちに乗馬の楽しみや動物愛護の精神を学んでもらう活動
も行っている．

これまで，府中市との協同参画事業として夏休みに行
う「馬の教室」，地域社会のイベント参加，中学校の生
活科の授業，地域の子どもたちや障害者の方々とのふれ
あいなども行っている．また，アップルサイダー号は，
日野市スプリングフェスタへの参加，八王子東養護学校
への訪問，府中の森公園でのイベント，味の素スタジア
ムで開催されたジャパンラグビートップリーグでの試合
球運びや，全日本学生馬術大会開会式プレゼンター（日
本中央競馬会馬事公苑）などで活動をしている．

これからは，2004年に完成した本学の馬術施設を活用
して，障害者乗馬なども活動の内容に加えて学外の方々
との交流をさらに深めたいと計画している．これまでの
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活動の様子が読売新聞(平成17年10月27日)に紹介された．

8 教育改善支援プログラム採択後に実施した活動
獣医学科では，これまでの活動実績を基にして平成17

年に学内で公募された「教育改善支援プログラム」に応
募し採択された．以下にそれぞれの活動の記録を記述し
た．

8.1. 「学校飼育動物」コースの取り組み
(1) 獣医生理学助教授渡辺元は，平成18年度基礎ゼミ

で動物介在教育を取り上げ，ゼミに参加した学生とと
もに本企画の導入を行った．主な対象は府中市内の小
学生で，先生を通じて学年単位で行ったが，ボーイス
カウトなどの団体も受け入れた．平成18年度は，5月
に新町小学校の４年生，７月に第九小学校ふたば学級，
11月にボースカウト町田１３団と府中１団のカブスカ
ウトおよび第九小学校１年生の見学を受け入れた．こ
れらの活動には，基礎ゼミ参加者以外にも動物介在教
育に興味のある学生たちがボランティアで参加し，子
どもたちに動物の身体の仕組みについて解説したり，
山羊や馬に餌をあげたり，牛や羊にさわったり心音を
聞いたりと，様々な体験をした．活動の一部を写真で
示した（図2,3）．

(2) 府中市立新町小学校では，本学獣医学科から貸与
する形で山羊を継続飼育しており，敷地の一部にある
雑木林を父兄の協力で放牧場にしている．平成17年に
は，出産と育子も体験した．府中市立第九小学校では，

クラスペットとしてハムスターを飼育させ，出産育子
を観察させた．

(3) これらの活動に参加した獣医学科と地域生態シス
テム学科の学生が中心となり，平成18年に動物介在教
育を進めるサークル「AAE-TUAT」が誕生し，府中市
の福祉祭りや本学学園祭で動物とのふれ合い教室を実
施した．

8.2. 「犬のしつけ」・「福祉施設訪問」コースの取組
（1）小学生対象「犬とのふれあい教室」の開催

農工祭で小学生に犬との接し方を通して社会生活の
マナーを指導した．当日の様子と学生の活動が，アサ
ヒタウンズ第1662号（平成18年1月5日発行）に掲載さ
れた．

（2）ラジオでの犬のしつけ指導
犬のしつけサークルの代表者が平成18年1月にＦＭ

多摩放送に出演し，犬のしつけと社会生活について指
導した．

（3）家庭犬トレーニングインストラクター講座の開催
家庭犬インストラクター鳴海治氏を招待して，講義

と実習を受講した．実習では，府中市広報により募集
した40組の飼い主と犬を本学に招待し，農学部体育館
にて開催した（図4, 5）．

（4）福祉施設の訪問
近隣の2ヶ所の福祉施設，社会福祉法人「多摩大和

園さくら苑」と「多摩大和園やまと苑」を訪問し，動
物介在活動を実施した．

5

府中新町小学校訪問
2006. 5. 18

図２. 府中市立新町小学校に本学教員と学生が出張して子どもたちからの質問に答えている．
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府中第九小学校ふたば学級
2006. 7. 13

図３. 府中市立第九小学校ふたば学級の子どもたちが本学馬術施設や山羊施設で馬や山羊とふれ

あっている．アップルサイダー号も子どもを馬車に乗せて活躍している．

図４．犬のしつけサークルが主催した市民向け犬のしつけ教室には，多数の市民が愛犬と共に

参加した．

市民向け

しつけ教室



8.3. 「ホースセラピー」コースの取組
（1）子どもを対象とした馬とのふれあい体験の開催

農工祭で，子どもに乗馬や馬車と馬とのふれあい体
験を実施した．

（2）ジャパンラグビートップリーグへの参加
東芝府中とサントリーからの依頼により，アップル

サイダー号による子供達の馬とのふれあい活動とラグ
ビーの試合球を運ぶイベントを企画実行した．当日の
様子は，東京農工大学学報444号に掲載された．

（3）子供乗馬体験会の開催
近隣の子どもたちを招待して，本学馬術施設におい

て乗馬体験会を開催した．
(4)府中市と協同参画事業「馬の教室」の開催

平成17年から開始した本学の社会貢献事業の一環で
あり，ケーブルテレビでも紹介され，市民に大変好評
であったことから，平成18年度は参加人数が2倍とな
った．平成18年度馬の教室のカリキュラムを右に示し
た．当日の様子が朝日新聞（平成18年8月30日）に掲
載された．「馬の教室」で実施した活動の一部を写真
で示した（図6,7, 8）．

7

ワンワン学院

図５．犬のしつけサークル主催のワンワン学院で，本学学生がしつけのデモンストレーション

を行っている．
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図６．平成18年度「馬の教室」で，馬術部員が乗馬を指導している．

図7．平成18年度「馬の教室」で，参加した小学生が馬にニンジンを与えている．



8.4. 動物行動療法や動物介在活動に関するシンポジウ
ムの開催

学生および一般市民を対象としたシンポジウム「体
験！アニマルヒーリング―動物の不思議な癒しパワー」
を開催した．講師として，犬の行動学，動物介在療法お
よびホースセラピー分野で活躍する3名の専門家（高倉
はるか氏，柴内裕子氏，太田恵美子氏）を招待した．当
日の様子は，読売新聞（平成18年1月26日）および東京
農工大学学報第445号に掲載された．

9 おわりに
本稿では，現在獣医学科が企画している動物を用いる

新しい授業について紹介した．本授業の構想は，これま
でに行ってきたボランティア活動の実績を本学学生の教
育に活用すると共に「大学」「学生」「地域社会」を結び
つけ，本学の社会貢献にも役立てようとするものである．
今回の提案は，動物を一つの切り口として本学学生の教
育の更なる改善を目指したものである．

最近，馬術部を有する大学で体育の正課の1科目とし
て「乗馬」を開講する大学が増えている．本学でも充分
対応可能な試みである．いずれの大学もそれぞれの大学
の有する資源や施設を縦横に活用してさまざまな角度か
ら大学教育の質を上げることを目指している．その様な
意味では，大型動物だけを考えてみても，東京にありな
がら乳牛，羊を飼育するＦＳセンター，獣医学科で飼育

する山羊，馬術部で繋留している馬など，本学にしかな
いさまざまな資源の大学教育や地域社会への活用が考え
られる．本稿で紹介した新企画授業構想については，今
後実施に向けて充分検討を重ね近い将来に正式科目とし
ての開講を目指している．

注
(1) 動物介在教育は，Animal assited education(AAE）の訳

であり，学校での動物飼育などを介して，子どもた
ちの道徳的，精神的および人格的な成長を助ける教
育を意味する．世界各国で，動物との関わりが子ど
もたちや若者に良い影響をもたらすことが明らかに
なっている．日本でも近年，主に小学校での動物飼
育が子どもの心の教育にプラスになっている事例が
報告されている．2001年9月にリオデジャネイロで
開催された「第9回人と動物の関係に関する国際会
議」の総会で学校におけるペットに関する基本的ガ
イドライン「IAHAIOリオ宣言 動物介在教育実施ガ
イドライン」が採択された．

(2) ホースセラピーという用語は，正確には「ホースア
システットセラピー, Horse assited therapy」のことを
意味する和製英語である．日本語では，治療的乗馬
と呼ばれ，障害を持つ人の生活の質を向上させるた
めに行われる馬を用いたさまざまな活動を意味す
る．通常，①レクリエーションとしての乗馬，教育

9

図8．農工祭で，アップルサイダー号が赤ちゃんとふれあっている．



的，心理的，身体的などの目的で治療環境の改善を
図る，②乗馬矯正法（remedial riding）ならびに作業
療法士や理学療法士が指導にあたり，身体機能の障
害を持つ患者の姿勢，平衡性，可動性や機能の改善
およびリハビリテーションなどの治療を行う，③乗
馬療法（hippotherapy）の3つに区分される．

(3) 動物介在活動は，Animal assisted activity (AAA)の訳で
あり，動物を伴って老人ホームなどの訪問活動に代
表される活動である．動物と触れ合う事が目的であ
り，レクリエーション的要素が強い．活動に使用す
る動物は，健康が充分にチェックされ，かつ，しつ
けの行き届いた動物が用いられ，多くのボランティ
アの支援が必要である．

(4) CAPP活動は，Companion animal partnership program
（人と動物とのふれあい活動）の略である．社団法
人日本動物病院福祉協会の会員獣医師とボランティ
アが中心となり，犬，猫，ウサギなどの健康で正し
くしつけられた動物と共に日本国内の各種福祉施設
を訪問し，ふれあいの場を設けるボランティア活動
である．昭和61年から行われている．

(5) 動物介在療法は，Animal assisted therapy (AAT)の訳で
あり，医療専門家が治療目的で行う活動である．よ
く訓練された健康な動物と多くのボランティアの参
加が必要である．活動に当たっては，患者の選択，
治療目標の設定，治療計画の作成と実施および治療
効果の評価など医療専門家によって行われる．
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